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9月 20日(金)の予定 

休会（クラブ定款） 

9月 27日(金)の予定 

→9/25 移動例会白馬北小 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＥＡＳＴ 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ 

委員長/土屋久 副委員長/舘島豪 

委員/百瀬敏男 小林正樹 

太田隆治 眞峯透 

 

２０２４－２０２５年度会報 

会長／飯嶌司 幹事／小林あや 

 
事務所／松本市深志 1-1-21 中田歯科ビル 5F 

TEL:0263-36-7737 FAX:0263-36-6009 

例会場/ホテルブエナビスタ 例会日/金曜日 12:30

～ 

通常例会 ホテル・ブエナビスタ 14Fソルプレーサ 

司 会         百瀬敏男会場監督委員 

点鐘 12:30             飯嶌会長 

国歌「君が代」「奉仕の理想」 斉唱 

≪ゲスト≫ ◇松本市交通部交通ネットワーク課

渋滞対策担当  奥原裕司様 降旗祐人様 

≪今月の祝・表彰≫ 

☆会員誕生：北澤清隆君、百瀬敏男君、飯嶌司君、

籾山志基君、三澤敏宏君 ☆夫人誕生：小畑啓君 

☆結婚祝：福田雅春君、小林正樹君 

☆皆出席：福田雅春君（12 年）、村山智計君（6 年）  

会長挨拶    飯嶌会長 

ロータリーの 3大義務について

話すのも最後となりますが「雑誌購

読」についてご説明いたします。た

だし「ロータリーの友」については先

日の夜間例会（勉強会）で北澤委員

長が詳しく説明したので省略し、ここ

では雑誌評論についてお話しします。  

私は昨年、2600地区 RLI（ロータリー・リーダーシップ研

究会）で、他クラブのロータリアンに雑誌評論について伺い

ました。すると、『自分のクラブではやっていないが、とても

良い企画なので始めてみたい』という声がありまし

た。雑誌評論を行う事は、成功事例やアイデアを学

び、自分たちのクラブの活動を再確認するための有意義

なプログラムです。 

ここで皆さん疑問に思ったことがあると思います。「奉仕

活動はロータリーの義務ではないのでしょうか？」奉仕活動

はロータリーの義務ではなく、ロータリーの本質つまり「中心

的な活動」そのものなのです。本来の意味で奉仕は強制で

はなく、自らの意志で行うものです。何かをしたい、貢献し

たいという自主的な気持ちが重要です。ロータリーの目的

は「意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを

育むこと」です。つまり、奉仕活動は義務というよりも、ロータ

リーの本質であり、会員一人ひとりが自主的に取り組むべ

き大切な活動なのです。 

3大義務である例会出席、会費の納入、雑誌購読は、こ

の奉仕の理念を行動に移すためのガイドラインです。例会

に出席することで仲間との絆を深め、会費を納入することで

クラブの運営を支え、雑誌を購読することで知識と意識を

高めることができます。これらの義務を果たすことで、私た

ちはより奉仕活動に取り組むことができるのです。 

幹事報告          吉池副幹事 

１．９月のロータリーレートは１ドル１４５円です。 

２．来週９月１３日の例会は、ガバナー補佐

事前訪問例会とクラブ協議会です。全員ネク

タイ着用でお願い致します。また各委員会の

委員長はクラブ協議会への出席をお願いしま

す。ご都合の悪い方は、幹事代読でなく必ず

代理の出席者を立てて下さい。 

３．１１月１０日（日）に開催の今年度地区大会の

ご案内を先日お送り致しました。締切に間に

合うよう出欠をお知らせ下さい。多数の参加

をお願いします。 

４．例会変更については、引き続きどのクラブでもビ

ジター受付は実施されていません。ご了承下さい。 

出席委員会報告                    小畑委員 

本 日 9月 6日 欠席 8名  出席率約 74.19％ 

ニコニコＢＯＸ報告                 籾山委員長 

・雑誌評論をさせて頂きます。永田君 

〔会員誕生〕百瀬敏男君、三澤君、飯嶌君、籾山君  

〔夫人誕生〕小畑君 〔皆出席〕村山君 

〔前回欠席〕斉川君 〔写真掲載〕花村君 

☆☆☆ 本日のプログラム ☆☆☆ 

司会           越場プログラム委員 

【雑誌評論】永田利行委員 

先ずはＲＩ会長のメッセージ(指

定記事、横組み５頁)から、ファミリ

ーの意味と題してロータリーのマ

ジックとは「帰属意識(belonging)」

であり、それは思いがけない

時に生じるものであると記し

ています。彼女は今年の初め、祖母の育ったスロバキア

の小さな村を訪れ、人びとから忘れることの出来ない歓
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迎を受け、様々な体験を通して、ロータリーのすべての

人がファミリーとして繋がっていることを再認識したと、

また、ロータリーが自分の居場所だと感じられるよう、

自分にできることを是非考えてみて下さいという事です。 

今月は、基本的教育と識字率向上月間です。ネパール

とベトナムでのロータリーの活動を紹介しています。

「世界の果ての通学路」というドキュメンタリー映画が

２０１４年に日本で公開され、世界には学校はあるもの

の通うのに苦労している子どもたちがいて、そうした子

どもたち抱える問題に手を差し伸べる日本のロータリー

クラブの活動を、Case-1 Nepal (橋本ＲＣ) と Case-2 

Vietnam(豊橋ゴールデンＲＣ)として紹介しています。ネ

パールでは主に学校支援事業を 15 年近くにわたり継続

して行い、支援すべき本質の部分を共有し、継続するこ

との意義を伝えています。また、ベトナムにおいては、

通学することへの問題の一つの解決法として自転車を寄

贈して、楽しい学校生活を送って欲しいということを伝

えています。いずれも、「基本的教育と識字率向上」を

目的とした事業です。 

 次に 43 頁は指定記事になっています。42 頁の右下に

は野生型ポリオウイルスによる症例数が載っています。

今年もロータリーと共にポリオをなくそうと 10月 24日

が世界ポリオデーになっていますが、つい先日のニュー

スで、紛争地感染症の流行を懸念として、パレスチナ自

治区ガサでは 25 年ぶりにポリオが確認され、戦時下の

予防接種が始まったと報じました。その他にもエムポッ

クス、コレラの感染が懸念されます。劣悪な環境の中で、

長引く紛争は公衆衛生上の国際リスクとなりかねません。  

【自己小伝】清水一彦会員 

私は１９５２（昭和２７）年、日照

時間日本一の山梨県の明野村

（現在の北杜市明野町）で農家の

三男に生まれました。豊かな自然

の中で養蚕や酪農、米作、野菜

などの農業体験をし、とくに小学校通学前の桑摘み経験は

つらい思い出として残っています。「自然力」が、私の生き

る力として育ったと思いますが、農業から逃れるために越

境入学を決意し、甲府一高に進学しました。自炊生活も経

験し、文豪太宰治も愛用したといわれる銭湯“喜久乃

湯”にも通いました。 

大学教員を目指して東京教育大学教育学部に入学し、

入学式の夜から家庭教師を始めて就職するまで延べ３２人

を教えたことはその後の「教育力」に繋がっています。学業

よりサークルやアルバイトに専念した大学生活でしたが、大

学紛争後の混乱期でのいい加減な単位制度運用状況が

後の博士論文に結びつくとは思いもしませんでした。「研究

力」の始まりだったかも知れません。大学院時代は教育制

度学研究室に所属し、指導教員、先輩・後輩にも恵まれ、

充実した研究生活を過ごすことができました。 

筑波大学では、新構想大学から４０年を迎えるにあたっ

て新たに未来構想大学への移行を目指してさまざまな改

革を実施してきました。教育担当副学長時代には、新構想

大学の目玉の一つであった３学期制を改組し、６モジュー

ルから成る春学期、秋学期の革新的なセメスター制へと変

更し、また念願の小学校教員養成課程を設置することがで

きました。グローバル教育院の設立や教育未来構想講座

も開設しました。総務・人事副学長担当時代には、外国人、

女性、若手の採用人事枠を配分（ＦＬＹ人事枠）したり、優

秀な職員の表彰制度などを実施したりしました。そして最

後の学生担当副学長時代には、厚生会や紫峰会（同窓会）

の見直しのほか、留学生（３名）と日本人学生（２名）とが生

活空間をシェアする新たな宿舎「グローバルレジデンス」構

想を立ち上げ、今では利用されています。ちょうどその時期

が、政治、経済、社会等のいわゆる「改革サイクルの４０年」

と重なっていたことも好運だったと思います。 

２０１５（平成２７）年３月、長年勤めていた筑波大学を定

年前に退職し、再び故郷の山梨県に戻り、山梨県立大学

の理事長・学長に就任、６年間務めました。今度は「経営力」

が試されることになりました。その後２年間の山梨大学理

事・副学長、聖徳大学学長特別補佐を経て、今年４月に松

本大学に赴任いたしました。これまでの基本的スタンスは、

大学教育の質的向上に置き、大学戦略の未来設計の意義

はまさしく連携や協働にあると信じています。このたびの松

本東ロータリーへの入会を機に、さらに精進していきたいと

思います。なにとぞよろしくお願いします。 

【松本市より渋滞対策についての説明】  

松本市交通部交

通ネットワーク

課渋滞対策担当    

奥原裕司様  

降旗祐人様 

松本市では、現在、平日朝夕の交通渋滞の緩和を目指

して、対策を実施しています 。渋滞対策に一番効果的な

のは、道路拡幅、道路整備等のハード整備ですが、整備 

までには、 用地取得から整備完了までに長い時間を要す

ることから、 現在、国県市などの道路管理者が計画的に 

道路整備を進めています。引き続き、推進を要望していき

ます。また 市内の企業にご協力いただき、一定期間、通常

よりも時間をずらした通勤やバス、電車などを使った通勤等

で混雑ピークを分散し、平日朝の混雑緩和を図る取組みを

実施し ています 。今年度も同様の取組みを １０ 月 ７ 日

（月）～ １１ 日（金）の期間で 予定しています。ぜひ、会員

各社の皆様にも周知いただき、ご参加をお願いします。 

【点鐘 13：30】           飯嶌会長 


